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研究成果の概要（和文）：　約1世紀にわたって日本（を中心とする東アジア）のキャッチアップ型近代化を支
えた重厚長大産業の急速な発展収縮の歴史を通じて、地域再生、労働運動/女性運動、離職者政策、エネルギー
政策等、多側面からの教訓を学問的に明らかにした。韓国江原道との交流を定着させ、そのハイライトとして
2018年10月には「全国石炭産業関連博物館等研修交流会」の初の国外開催として江原道太白市等で日韓合同大会
とエクスカーションを開催した。また、台湾基隆炭田の調査を緒につけ、田川市石炭・歴史博物館等とも協力し
ながら台湾炭鉱の職場史を描き出す準備を整えた。

研究成果の概要（英文）：　With examining the history of coal industry contraction process in Japan, 
South Korea and Taiwan, we drew many academic lessons in various aspects, such as labour movements, 
women's movements, unemployment countermeasure policy, energy policy, so on. In terms of bridging 
the coalfields overseas, we established a stable exchange route with Gangwondo coalfield in South 
Korea, and this achievement is highlighted by a Japan-Korea joint symposium held in Taebaek city on 
October 2018, followed by excursions under banner of Japan Coal Museum Inter-Study and Exchange 
Association. Also we started a field research at Kirun coalfield in Taiwan in collaboration with 
Tagawa Coal History Museum, to embark on an ethnography project describing the details of Ruisan 
coalmine workplace, the largest mine there.

研究分野：社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　20世紀日本を支えた重厚長大産業の収束過程の分析から21世紀にとって、技術・経営・政策・社会運動・文化
遺産など多側面からの教訓を得ることができた。象徴的な成果出版物として、研究チーム代表者・分担者が分担
執筆した『炭鉱と「日本の奇跡」』(青弓社)を上梓することができ、産炭地や元炭鉱マンなどから肯定的な反応
を得ることができた。2018年12月には北海道赤平市教育委員会と共催で成果報告シンポジウムを開催するなど、
学会に止まらず一般社会への成果還元にもつとめた。なお、早稲田大学リポジトリに「JAFCOFリサーチ・ペーパ
ー」等として研究成果を継続的にアップロードしている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本課題は、平成 21-25 年度に実績をあげた「旧産炭地のネットワーキング型再生のため
の資料救出とアーカイブ構築」（基盤研究 A、研究チームは基本的に同じ）の後継課題であ
った。過去の政策・技術・運動・文化に埋め込まれている資源に現代的な光をあて、地域
再生への手がかりを得る試みである。韓国・台湾の産炭地へも対象を拡大するべく、その
手づるを得ることも意図されていた。 
 
２．研究の目的 
約 1世紀にわたって日本（を中心とする東アジア）のキャッチアップ型近代化を支えた
重厚長大産業の急速な発展収縮の歴史を通じて、地域再生、労働運動/女性運動、離職者政
策、エネルギー政策等、多側面からの教訓を学問的に明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 
「政策・技術班」「離職者班」「社会運動班」「生活・文化・地域再生班」の 4 班に代表
者・分担者を割り振り、班リーダーの下で継続的な成果産出につとめた。具体的には政策・
技術班は炭鉱技術者へのインタビューを取り纏めて『炭鉱技術者オーラル・ヒストリー』
等を刊行した。また、韓国江原道との交流を定着させ、2018年 10月には「全国石炭産業
関連博物館等研修交流会」の初の国外開催として江原道太白市等で年次大会とエクスカー
ションを開催、韓国側との大規模な合同シンポジウムを開いて、知見を持ち寄り交流市場
と言いうるものを創出した。また台湾基隆炭田への準備的訪問も実現した。 
離職者班は、広域職業移動の実態把握として、炭鉱離職者援護会の個票データ分析、ま
た北海道炭鉱離職者雇用援護協会の資料分析等を行い、炭鉱産業が収束するなかでの広域
的な労働力移動の実態を、はじめて体系的・全国的に明らかにした。三井芦別炭鉱では関
係者の聞き取りと体系的な資料収集により「あらかじめ閉山」の実態に踏み込むこともで
きた。これら移動を経験した元炭鉱マン等への聞き取りも実施した。 
 社会運動班は、炭鉱主婦会に関連して寄託された資料のアーカイブ化を行い、北海道炭鉱主
婦会の包括的な記録をとりまとめ論文・ワーキングペーパーとして出版するなどした。 
 生活・文化・地域再生班は、三池や赤平で聞き取り作業を行い、地域再生をめぐる地域内の
社会関係について、両者を比較したワーキングペーパーを出版するなどした。 
 
４．研究成果 
本研究チーム「産炭地研究会」の第二期研究課題としての平成 26-30年度までの 5年で、
本格的に東アジア 8炭田の比較研究（釧路・空知・常磐・山口・筑豊・三池・台湾・韓国）
に着手し、20世紀日本を支えた重厚長大産業の収束過程の分析から 21世紀にとっての教
訓を得ることができたと考える。成果物として、以下に掲載する諸論文および研究チーム
代表者・分担者が分担執筆した『炭鉱と「日本の奇跡」』(青弓社)を上梓することができ、
産炭地や元炭鉱マンなどから肯定的な反応を得ることができた。2018年 12月には北海道
赤平市教育委員会と共催で成果報告シンポジウムを開催するなど、学会に止まらず一般社
会への成果還元にもつとめた。なお、紙幅が限られているため以下には掲載しなかったが、
早稲田大学リポジトリには「JAFCOFリサーチ・ペーパー」「JAFCOF生活・文化班リサ
ーチ・ペーパー」等として研究成果を継続的にアップロードしている。 
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